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ハイブリッド例会

点　　鐘　　加藤　勝朗　会長　

司　　会　　副ＳＡＡ山下会員

◇ロータリーソング「それでこそロータリー」

　　　　※マスクを着用し、心の中で斉唱

◇本日のランチ　クリームコロッケサラダ添え 煮物

　海鮮塩炒め　汁　御飯　デザート

ビジター紹介
　
　　　　　　細谷副会長

◇来訪ロータリアン　

　２名（２クラブ）　累計26,610名 

　卓話講師　ＲＩ第2550地区職業奉仕委員長

　　　　　　　　　片柳 均様（栃木南ＲＣ）

　ＲＩ第2550地区職業奉仕委員　亀山弘晃様

　　　　　　　　　　　　 　（鹿沼東ＲＣ）

 
会長挨拶　　　　　　加藤　勝朗　会長

皆さん、こんにちは。職業奉仕がロータリーの

礎石であり根本概念だと言われています。ロータ

リーが 100 年以上存続できたのは職業奉仕の理念

が一貫して守られていたからだ、という意見があ

ります。ロータリーがこれから 100 年存続するた

めには職業奉仕の古い思想から脱却しなければな

らない、という意見もあります。職業奉仕の理想

のもとに一業種一会員制や職業分類がありました。

現在では業種別の会員数制限が無くなり、以前で

は考えられない職業分類もあります。いずれにせ

よ、職業奉仕を考えることはロータリーを知る第

一歩です。本日の卓話、片柳様よろしくお願いし

ます。

◇松山　栄会員からご挨拶　

　昨年12月に妻が旅立ち、四十九日の法要が無事

に終わりました。妻の生前の遺志により葬儀は事

後報告になりました。今後とも今まで以上に、お

付き合いのほどよろしくお願い申し上げます。

◇（Ｒ）米山記念奨学会より表彰

＜米山功労者＞　

　マルチプル　辻　裕司会員（７回目）

幹事報告 塚越　淳史　幹事

◇米山記念奨学会から第22回米山功労クラブの感

謝状届く。

委員会報告 　

◇スマイルボックス委員会　

佐々木（貞）副委員長

松山　栄会員　

粛正を終え本日より例会に参加しますのでよ

ろしくお願いします。

「３分間スピーチ」

杉本充彦会員

皆さま、こんにちは。昨年１月に入会した「す

ぎもと みちひこ」と申します。現在 41 歳で、仕

事は司法書士業を営み、約７年前に JR 岡本駅前

に今の事務所を構えました。㈱セゾンハウジング

の金子さんのご紹介で入会させていただきました。

あっという間の１年であったという印象です。入

会当初は今のように円卓を囲んで食事が出来る状
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況ではなく、完全 Zoom という時期もございまし

たが、こうして、ロータリークラブ本来の活動が

出来ることは大変喜ばしいことです。

入会して特に印象に残っていることは、昨年の

暑気払いと忘年会です。親睦委員としてマジシャ

ンの先生とバイオリン漫談の先生のアテンド係を

仰せつかりまして、それが印象に残っています。

また、ロータリアンの方がけっこう周りにい

らっしゃることも知りました。「最近ロータリー

クラブに入った」と知人に話すと、知人も他のロー

タリークラブに所属しているとわかることが度々

ありました。ロータリーという共通の話題で盛り

上がることが嬉しいと感じているところです。

入会して一番変わったことを考えてみました。

日本酒を飲む機会が格段に増えました。私は、お

酒はいたって弱く苦手で、特に日本酒はひどい二

日酔いで失敗したトラウマがあり、敬遠していま

した。宇都宮東ロータリークラブの要所要所の集

まりでは、必ずといっていいほど日本酒をご用意

していただいているので、随分と日本酒に慣れた

気がしております。それが一番の収穫かもしれま

せん。今後ともよろしくお願い致します。

※次回３分間スピーチは渡辺純一会員

地区ロータリー財団卓話

「職業奉仕について」

ＲＩ第2550地区職業奉仕委員会

　　　　　　　　　　委員長　片柳 均様

本日は、よろしくお願い致します。昨年度の

『ロータリーの友』のガイ散策シリーズは鈴木

一作氏によるもので、ガイ・ガンディカー（Guy 

Gundaker）の『ロータリー通解』をわかりやすく

解説したコラム集でした。その鈴木一作氏を今年

度の職業奉仕研究セミナーの講師としてお呼びし、

８月21日にベルヴィ宇都宮にて講演を行うこと

ができました。今回はその講演のご報告をしたい

と思います。皆様にお配りした資料は講演レジュ

メです。

－　パワーポイントにて説明　－

はじまりのテーマが「今こそ大切なGuy 

Gundakerのロータリー観」でサブテーマが

「ロータリーの再整理・再構築を！」です。第一

部のテーマは「What is Rotary?」で第二部の

テーマは「21世紀の職業奉仕」でした。本日は

「What is Rotary?」のご案内で進めたいと思いま

す。

まず、ガイ・ガンディカーのロータリー観か

ら考えます。ガイ・ガンディカーは、「社会奉仕

に関する1923年の声明（決議23－34）」の採決時

はＲＩ会長エレクトで、同決議には『A Talking 

Knowledge of Rotary』即ち『ロータリー通解』

の内容が色濃く反映されていると『ロータリーの

友』2021年７月号にありました。『ロータリー通

解』は当時のロータリー観の一般奉仕概念やクラ

ブ運営の在り方やロータリアンの義務を体系化し

たもので、史上初めてのロータリーの解説書と言

われており、ロータリーは親睦と学びと成長と奉

仕に邁進しようという考え方でした。日本での

『ロータリー通解』の解説本は幾つかあり、「源流

会」会長の田中毅氏の本、ロータリー文庫でダウ

ンロードできる小堀憲助氏の本、そして鈴木一作

氏の本等です。

次に「ロータリークラブの姿」です。ロータ

リークラブの姿としては①ロータリアンの人間性

の向上②ロータリアンの事業の向上③ロータリア

ンの業界全体の向上④ロータリアンの家庭、町、

州、国ならびに社会全体の向上で、ロータリーク

ラブの例会はこれらの向上（Betterment）のための

「親睦と学びの場」であり、究極の目的は「素晴

らしい真のロータリアン」の育成であるとしてい

ます。「入りて睦み学び成長し、出でて向上発展

に努めよ」という言葉がありました。それによっ

て「素晴らしい真のロータリアン」が増えれば世

の中は良くなると考えたそうです。

次は「ロータリアンの活動」です。素晴らしい

真のロータリアンを育てる活動として次の４種類

があります。

１.ロータリークラブでの活動

ロータリークラブでの活動はクラブ会員として

の務めであり、まず例会出席があります。そこに

は親睦と学びがあります。例会では①会員同士が

交流し、経験や意見を語り合い、誠実な人柄に触

れ、敬愛の念を互いに深め合うこと②会員の事業、

生活、生き方に有益な情報や方法を提供し合うこ

と③奉仕の心を学び、理解し、実践の意欲を高め

合うこととあります。先程の３分間スピーチはよ

かったと思います。例会は魅力的で価値のある場

です。そこに生まれるのは、敬愛、信頼、経営の

ヒント、職業観、人生観、ロータリー観、奉仕の

意欲、喜び、満足感、誇り、飛躍の機会等ではな

いでしょうか。1914年、フィラデルフィアＲＣ 

でのGuy Gundakerの会長就任挨拶に「会員の皆様、

先ず新旧の会員が心から打ち解けた親密な関係を
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作り、ロータリーの精神と理念を語り合い、互い

の融和と成長を心がけましょう。」とあります。

２.個人としての活動

ロータリーが説く高い「倫理基準」と「奉仕理

念」を自分の事業で実践することです。一日の大

部分は仕事に従事しており、個人としての活動イ

コール仕事です。ロータリアンにとって「仕事」

は日常であり、宿命です。

３.業界における活動

ロータリアンは、ロータリークラブから各々

の業界に派遣された代表者、大使とも言えます。

ロータリアンとしての業界代表の務め、即ち、他

の同業者に働きかけながら、職業倫理と奉仕の普

及に努め、業界全体を向上発展させていく義務が

あると表現しています。現代においても重要なこ

とで、例えば、ガバナンス、コンプライアンス、

リスクマネジメント、ＣＳＲ等があるとのことで

す。

４.地域社会における活動

公共的な慈善団体や地域において、積極的に価

値ある貢献をすること。それはロータリアンとし

ての地域住民の努めであり、家族愛を実業の世界

だけでなく、町、州、国へと及ぼし広げていくこ

と。即ち、良き家庭人たれ、良き事業人たれ、良

き市民たれ、が地域社会における活動ではないか

ということです。

以上のような４つの活動は、ロータリアンとし

てのクラブ会員の務め、職業上の務め、業界代表

の務め、地域住民の務めであり、これらすべての

務めを果たす「証」がロータリーバッチであり、

いつでもどこでもロータリアンということです。

次はロータリーの親睦（fellowship）についてで

す。『ロータリーの友』の2022年版１月号のガイ

散策に「ロータリーの親睦」というコラムがあり

ました。右上の写真の木は、宇都宮グランドホ

テルにポール・ハリス生誕150周年記念樹として

植樹されたもので、先頃、栃木ＲＣの川嶋幸雄

パストガバナーのご提案により栃木市の駅前公

園に移転植樹されたものです。写真の小書きに

は「1935年、ロータリーの創設者ポール・ハリ

スが来日した際に、東京の帝国ホテルに植えた

月桂樹の４代目（宇都宮北ＲＣ・田村吉幸さんが

育成）。初代は枯死してしまいましたが、日本の

ロータリアンの努力により各地で挿し木が行わ

れ、全国に根を広げています。同様に、滋養に

満ちた親睦は、ロータリーという苗木を成長さ

せ、未来へと物語を紡ぎます。」と説明がありま

した。ロータリーの親睦とは、ロータリーという

苗木が成長する為に、その根に栄養を与える土壌

であるということから、ロータリーの親睦の目的

は、ロータリーの成長・発展（GROW ROTRY）であり

ます。親睦なくしてロータリーの成長・発展は

ない、親睦は非常に重要である、ということか

ら、fellowshipの正しい意味を考えてみようと

いうことです。fellowshipは「親睦」と和訳さ

れていますが、日本語の親睦とは、懇親、友情

を表すので、friendshipと解釈されます。また、

acquaintanceという言葉がありますが、これは

「知り合い程度の交友」となります。friendship

は親しいもの同士の友情であり、目的や理念には

関係なく、親しい友人の間柄で使われる言葉と

し、fellowshipは志が同じ者同士の仲間意識で

はないか、即ち、チームや組織、団体など、目

的や理念が同じ者同士の間柄で使われる言葉と

解釈します。現在のロータリーの目的 第１項目

には、The development of acquaintance as an 

opportunity for service;（知り合いを広めるこ

とによって奉仕の機会とすること；）とあります。

これは、互いの交友を深め合いながらロータリー

の志を共にする仲間になることによって、奉仕の

機会に繋げることではないかとの説明でした。

次に、ロータリーの奉仕です。ロータリー初代

事務総長のチェスリー・レイノルズ・ペリーが提

案した奉仕とは、思いやりと助力であると解しま

したが、当時同時代のガイ・ガンディカーは個人、

事業、業界、社会の向上（betterment）であり、改

善であり、発展成長であるとしました。それは義

務、責務、務め、使命であると表現しています。

素晴らしい真のロータリアンにとって、事業、業

界、社会に向上発展をもたらす活動は「義務」で

ある。義務は「使命（命の使い方）」であるという

ことです。

「What is Rotary?」の最後はロータリーの目的

です。ロータリアン、ロータリークラブ、ガバ

ナー、ＲＩ理事会には共通の目的が明記されてい

ます。

『ロータリーの友』に毎月提示してある「ロー

タリーの目的」です。そこには、奉仕の理念を奨

励し、これを育むこととあり、具体的に奨励する

４項目があります。第１の項目はロータリアンの

出会いの場において、クラブ会員との親睦、他ク

ラブ会員との出会い、親睦を通じて奉仕の理念に

満ちた心を磨き、醸成することで、第２項目は、

それらを通じて、ロータリー精神と職業倫理の昂

揚に励み、立派なロータリアンになる、そして、

第３、第４の項目は、「個人生活、事業生活で社

会生活、さらには国際社会の中で奉仕の理念を適

用する」その適用する場に応じて、職業奉仕だっ

たり、社会奉仕だったり、国際奉仕だったりしま

す。

結論として、ロータリーは、①親睦と学びを基

盤に②立派なロータリアンを育てながら③価値あ



る奉仕を通じて社会に貢献する世界的な団体であ

る、即ち、ロータリーは親睦と学びと成長があ

り、奉仕が生まれる。第一部をまとめると、ロー

タリーの目的を達成するには、様々な分野の委員

会でロータリアンの木を育てるため、親睦と学び、

成長、奉仕が必要ではないか、ということでした。

今回の鈴木一作氏による職業奉仕研究セミナー

は、ガイ・ガンディカーの解説書が古い時代に作

られたものでありながら、現代にも当てはまる運

営方法を案内してくれたと考えます。即ち「如何

にロータリーを楽しむか」ということかと思われ

ます。その表現が第二部の最終のページにありま

したのでご紹介します。

なぜ私達はロータリーが好きなのか？

なぜ、私達はロータリーを退会しないのか？

ロータリアンの重み、喜び、魅力、誇りとは？

本来なら出会えない異業種の会員が、ロータ

リーの志を共にする仲間となって睦み集う「親睦

の喜び」、仕事やロータリアンとしての在り方を

「学ぶ喜び」、あらゆる機会で社会に貢献する「奉

仕の喜び」、それらを楽しいと思う少年少女のよ

うな「純真さ」、自らを「我、道義の職業人たら

ん」と律し、自らを多少なりとも立派な人間であ

ると思う「自尊心」、そして成功や飛躍の「チャ

ンス」、素晴らしい「感動」があります。ロータ

リーは人生を豊かにする!Enjoy Rotary、です。
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